
 

 

 

 

 

中小業者の要求実現のため、商工新聞読者と会員を増やそう!! 
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民
商
の
会
員
、
商
工
新
聞
の
読

者
や
共
済
会
・
婦
人
部
・
青
年
部

な
ど
、
仲
間
増
や
し
の
『
秋
の
運

動
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

 
県

下
の

民
商

が
決

め
ら

れ
た

担
当
日
ご
と
に
『
仲
間
増
や
し
』

を
し

、
バ

ト
ン

を
つ

な
ぐ

『
リ

レ
ー
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
名

古
屋

北
部

民
商

は
９

月

14

日
（
木
）
に
１
回
目
の
担
当
日
と

な
り
、
役
員
を
先
頭
に
奮
闘
し
ま

し
た
。
 

 
「
知
り
合
い
に
商
工
新
聞
を
読

ん
で

も
ら

っ
て

」
の

呼
び

か
け

に
、
平
安
支
部
の
秋
元
さ
ん
と
楠

支
部
の
梶
原
さ
ん
が
拡
大
。
守
山

東
支

部
で

も
読

者
を

拡
大

し
ま

し
た
。
 

 
こ
の
ほ
か
、
前
田
婦
人
部
長
が

共
済
を
２
名
拡
大
。
松
原
事
務
局

長
も
共
済
を
拡
大
。
 

 
先

日
、

豊
橋

で
開

催
さ

れ
た

「
全
国
商
工
交
流
会
」
に
参
加
し

た
大

井
さ

ん
が

青
年

部
に

加
入

し
、
当
番
日
の
７
ポ
イ
ン
ト
を
達

 

成
し
、
名
古
屋
東
部
民
商
に
バ
ト

ン
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
 

 
９

月

29

日
（

金
）

午
後

７
時

か
ら
、
北
区
役
所
・
７
階
中
会
議

室
で
『
建
設
業
者
の
た
め
の
労
働

保
険
、
一
人
親
方
保
険
加
入
説
明

会
』
を
開
催
し
ま
す
。
 

労
働

保
険

・
一

人
親

方
保

険

や
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
確
認
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

労
務

費
や

工
賃

な
ど

は
下

が

る
一
方
で
す
が
、
保
険
料
負
担
な

ど
負

担
は

増
え

る
こ

と
に

な
り

ま
す
。
 

み
な

さ
ん

の
周

り
の

方
に

、

「
民
商
に
相
談
し
て
み
た
ら
」
と

声
を
か
け
て
、
ご
参
加
下
さ
い
。
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９
月

14

日
(
木
)
午
後
、
『
中

小

業
者
の
営
業
と
く
ら
し
を
守
れ
』

と
、
県
下
の
民
商
か
ら
会
員
・
役

員
、

事
務

局
な

ど

51

人
が

参
加

し
て
、
愛
知
県
と
の
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
わ
し
の

恵
子

愛
知

県
議

団
長

が
同

席
し

ま
し
た
。
 

交
渉
に
先
立
ち
、
服
部
・
愛
商

連
会

長
が

要
望

書
を

手
渡

し
ま

し
た
。
 

交
渉
で
は
、
滞
納
整
理
機
構
に

よ
る

差
押

な
ど

強
権

的
な

徴
税

問
題
を
は
じ
め
、
国
保
や
介
護
な

ど
の
社
会
保
障
、
融
資
な
ど
「
中

小
業

者
の

営
業

と
く

ら
し

を
守

れ
」
と
、
具
体
的
事
例
も
示
し
て

迫
り
ま
し
た
。
 

「税務運営方針守れ」 

北税務署に抗議 

 税務署の人事異動が終わり、税務調査が始まりまし

た。平安支部のＡＫさんと黒川支部のＡＳさんが務調

査になり、役員・事務局が立ち会いました。 

 黒川支部のＡＳさんの調査では、税務署員が「配偶

者も立ち会うことはできない」と発言したことに、そ

の場で抗議したところ、もう一人の署員が「言葉足ら

ずの説明で申し訳なかった」と、謝罪しました。 

 平安支部のＡＫさんの調査では、立ち会った役員な

どにあいさつなど一切せず、背を向けたまま、「納税

者に権利はない」と言わんばかりの対応に、その場で

抗議するとともに、直後に、北税務署へ抗議を行いま

した。 

 「税務運営方針以前に、社会人として非常識ではな

いか」との抗議に、個人課税第２部門の統括官は「ま

だ報告を受けていないので詳細が分からないが、あい

さつなど常識的な対応をし 

ていなかったとすれば、申し 

訳ない」と、謝罪しました。 

 税務調査や滞納処分など、 

ひとりで悩んでいる業者に、 

「民商へ相談を」の声をかけ 

てください。  

＝要望書を手渡す服部会長（左）＝


